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　「リッツィー・リー」（“lizzie］［£igh”）はエリザベス・ギャスケル（Elizabeth　Gaskell）
のストーリー・テラーとしての才能があますところなく発揮されている作品と
いうことができる。これは短編であるため、プロソトの展開には無駄がないう
え、さまざまな工夫がなされている。リー夫人（Mrs．　Leigh）が娘のリソツィー
（Lizzie）を捜しあてるうえで鍵を握るのが、夫人の息子ウィル（W皿1］［£igh）が
恋するスーザン（Su8an　Pa】mer）であるという登場人物の設定の仕方や、ゆっ
たりと静かな場面にさりげない伏線を施したうえで、その直後、登場人物に驚
くような告白をさせるドラマティックな展開の仕方は読者を引き付けて離さな
い。こうしたことを考えてみると、この作品を単に『メアリー・バートン』（Mary
BartOn）のサブ・プロット、あるいは『ルース』（Ruth）の前身として片づけて
しまうのは少々惜しい気がする。
　さらに注目したいのは、この作品には、ギャスケルの作品を理解するうえで
重要な思想がたくさん組み込まれていることである。この作品が短編であるが
ゆえに、それらは冗長さのない簡潔な形で組み込まれている。この論文では、
それらの中で主だったものをいくつか取り上げながら、作品について考察をし
てみたい。
1）キリスト教的思想
　ギャスケルにとってキリスト教的思想は、作品を考える上で非常に重要であ
ることはしばしば指摘されている。ギャスケルはユニテリアンの両親の元に生
まれ、ユニテリアンの牧師と結婚した。また生涯を通じてユニテリアンの人々
との関わりは深かった。幼いころ母の実家で過ごしたときに関係があった人々
の多くはユニテリアンで、彼らは文化的で社会的影響力を持つ裕福な人々だっ
一89一
た。学校生活では国教徒の親しい友人を多くもった。結婚後、マンチェスター
での交際相手は夫の知り合いが中心で、’そのため当然ユニテリアンが多かった・
が、彼らも工業都市において知的でリーダー的な存在だった。このように、生
涯を通じてユニテリアンの人々との交流が深かったことを考えると、・ギャスケ
ルの思想の根底にはユニテリアン的思想があることは忘れてはならない。　，
　宗教的な歴史を振り返ってみると、ユニテリアンは国教会から迫害を受けた
歴史を持つ。このような歴史もギャスケルの思想に影響を与えているのだろう
か。ギャスケル自身もそのような宗教的迫害を受けた体験を持っているのであ
れば、そうした体験が作品に何らかの影響を与えていると考えられるが、その
ような体験は伝記を読む限りあまりなかったようである。作家としてだけでな
く、個人的にも親交の深かったシャー一ロッテ・ブnンテ（Charlotte　Bronte）との
関係が、ブロンテが国教会の牧師と結婚したことで途絶えたことはよく知られ
ているが、逆に言えば宗教的な理由が親交の障害となった出来事はこれくらい
である。宗派の異なる人々を友人に持っていたギャスケルは、国教徒に対して
敵意を抱いたりすることはなかった。またユニテリアンということで圧迫感や
劣等感を感じることはなかったとDuthieは指摘している。
　　　Elizabeth　Gaskell’s　own　position，　however，　was　one　where　her　Unitarianism
　　involved　neither　opPression　nor　social　inferiority．（1）
　ギャスケルにとって最も大切だったのは宗派にこだわることではなく、キリ
スト教の教えを信じ、それに基づいて行動することだっな。
　　　Far．　more　important　than　any　amount　of　thinking　in　itself　is　the　simple　faith
　　that　trusts　the　promiSes　of　the　Bible　and　actS　on　them．（2）
ギャスケルのキリスト教についての考え方は、母方の親類の知人であったユニ
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テリアンの牧師、ウィリアム・ターナー（William　Turner）に大きな影響を受
けている。彼の掲げているキリスト教は社会的に実益のあるもので、ギャスケ
ルはこれに共鳴し、以後これボ自らの行動の指針となる。
　　　Mr．　Turner’s　brand　of　Christianity　was　certainly　of　that　socia1　practical　type
　that　appealed　bOth　tO　the　compassionate　side　of　her　nature　and　tO　her　strong
　sense　ofju8tice．　It　offered　her　an　outlet　and　a　sense　of　direction，　at　a　time
　when　these　were　bc㎞g　and　she　had　not　yet｛foun〔1　her　vocation　as　a　writer．
　The　religion　she　was　to　evolve　was　not　mystical　or　narrowly　dogmatic．　lt　was
　deeply　charitable，　and　it　was　in　her　nature　tO　wiSh　tO　feed　the　hungry，　to　nurse
　the　sick，　and　tO　educate　the　ignorant．（3）
こうした，思想が基盤となって、『メアリー・バートン』や『ルース』など、社
会問題を扱った作品が生まれている。このことから、文学作品を通して、キリ
スト教にもとついた思想を人々の良心に訴えかけ、社会を改良したいというギ
ャスケルの思いと、同時に作家としての使命感をうかがい知ることができる。
　さて話は「リッツィー・リー」に戻るが、この作品の中でもキリスト教的思想
がいたるところにちりばめられている。特にリー夫人やスーザンの行動や考え
方は、キリスト教の教えに基づいたものである。リー夫人は娘が行方不明にな
って以来、もう一度娘に会わせてほしいと毎日神に祈る。その思いは聞き届け
られ、彼女は娘との再会を果たす。幸福な家庭が復活する結末は、母親として
の子への強い情愛と信仰心によってもたらされたものである。スーザンは温か
い言動にあふれる人物として描かれているが、彼女がリッツィーの子を引き取
って育てるのは、事情があって母親と離れなければならなかった子供に対する
憐れみの気持ちの表われであり、これはキリスト教的な慈善心に基づいた行動
といえる。ウィルの心配をよそに、身を落したリッツィーに対しても憐れみの
気持ちを示し、子供のために少額であってもお金を預けることによって救われ
るだろうと考える。これを知ってリー夫人はスーザンを次のように評価してい
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る。
　　　‘She’s　not　one　to　harden　her　heart　against　a　mother’s　sorrow．　My　own　lad，　she’s
　　togood丘）r　that。　She’s　not　one　to　judge　and　soorn　the　sinner・She’s　too　deep　read
　　in　her　New馳sta皿ent　fbr　that．．．．’　（4）
このことからはスーザンの信仰心の厚さと同時に、夫人がスーザンをよい人物
であると判断する基準が信仰心の厚さであるということが分かる。
　またスーザンに対する恋心から冷静な判断力を失っていたウィルと、姉のリ
ッツィーとの和解を促したのも、スーザンの信仰心であった。こ．のような信仰
心の厚さは最終的にウィルとの幸福な結婚という結末を迎えている。こうした
ことから、この作品ではキリスト教的な信仰に基づいた言動によって幸福が訪
れるという構図ができていることが分かる。ギャスケルはこうした構図を繰り
返し語り、理解させ、人々の良心に訴えかけることによって、社会全体の改良
を図ることをめざしていた。そしてこれをみずからの作家としての使命だとと
らえていた。したがって『メアリー・バートン』をはじめとする社会問題小説
といわれる作品の根底にあるものも同様のものだということができるだろう。
「リッツィー・リー」ではこうした構図が端的にわかりやすい形で描かれている
といえる。
2）フェミニスト的思想
　ギャスケルのフェミニスト的な側面は常に指摘されることだが、この作品の
中にも、いわゆる自立した女性が登場する。リー夫人は長年夫を信頼して従う
従順な妻だった。ところが、夫が身を落とした娘との関係を絶つように命じた
ことで夫を”tyranti’（p，1）ととらえるようになり、その後反逆を試みるとい
う、いわゆるヴィクトリア朝的でない女性へと変化する。さらに夫の死後、将
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来的に夫の農場を継ぐことになっているウィルに何の相談もせず、リッツィー
を探し出すために長年住み慣れた農場を離れ、マンチェスターに移ることを決
める。このような家族にとっての重大事をたった一人で決断してしまうのは、
lt6よそヴィクトリア朝的女性とは言いがたい。また、夫人とウィルの関係も注
目しておきたいことがらである。夫人と下の息子トム（Tom　Leigh）との間には
あつれきと呼べるものがまったく見当たらないのに対して、ウィルとの間には
何度か衝突がある。マンチェスターへの移住はその一つである。トムが女性的
な人物に設定されているのに対して、ウィルのほうは夫によく似た側面を持っ
人物に設定されている。
　　　The　brothers　were　dearly　f（）nd　of　each　other，　although　they　were　very　（lifferent
　　in　character．　WM，　the　elde葛was　hke　h蛉fathe若stem　reserved，　and　scrupulously
　　　upright。　Tom（who　was　ten　years　younger）was　gentle　and　delicate　as　a　girl，　both
　　　in　apPearance　and　character．（P．4）
　　このことから夫人にとってウィルは、夫亡き後立ち向かうべき、家父長制
的なヴィクトリア朝の規範として存在している人物であると考えられる。夫人
が一人でマンチヱスター行きを決めたのは、そうしたヴィクトリア朝の規範に
対する挑戦としてとらえることができると思う。この件に関しては、夫人はウ
ィルとの話し合いの結果、ウィルの示した条件を受け入れる形で移住が取り決
められているため、両者の対立における優劣はつけがたい状況で終わっている。
二人の衝突は後半のリッツィーに対する評価の仕方や扱い方をめぐって、さら
に激しいものになっている。ウィルはスーザンが姉のことを知れば、自分を嫌
悪するようになるだろうと恐れるあまり、姉が死んでいてくれたらいいと願う
ようになる。このような態度は、ヴィクトリア朝の理想的な女性の規範から外
れてしまったリッツィーを認めず、死んだものとして葬ってしまおうとする父
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とまったく同じであり、夫人はこれに対し、毅然と立ち向かう。夫人はウィル
に、リッツィーが戻ってくるようなことがあった場合、決して暴言を吐いたり
せず、やさしく振る舞うことを命じる。この時の夫人の態度は威厳に満ちたも
ので、ウィルはこれに従順に従う。
　　　He　roge　softly　while　she　was　speaking，　and　bent　hおhead　as　if　in　reverence　at
　　her　word臥and　the　solemn　i取lun面on　wkich　they　conveYe4　When　she　had　8poke几
　　he　Said　in　so　subdued　a　voi◎e　that　she　was　a】mo8t　surpnsed　at　the　sound，‘Mother，
　　1　wM．’　（P．22）
　ウィルは息子であったたあ、夫よりも説得は容易だった。ここではウィルが
母に従うという形で、男女の主従関係に逆転が起こっている。その結果、夫人
の示した新しい指針によって新しい秩序が生まれ、最終的に幸福な家族力『再建
されている。これちのことから、夫人は独立した自．我を持っていて、従来のヴ
ィクドリア朝的な女性の範疇にとどまらない人物としてとらえることができる
だろう。
　次にスーザンについて考えてみたい。彼女は心やさしく、慈善心にあふれ、
純粋で清らかな女性として描かれている。家ρ中をきちんと整え、娘の経済力
を当てにして飲み歩くような父に対しても尊敬の念を持って接し、娘としての
義跨をまっとうしている。こうしたスーザンの姿はヴィクトリア朝の女性の理
想像といえるだろう。しかしながら、この模範的女性のスーザンも従来の規範
から外れた行動をとる。赤ん坊を育てることに関しては父の反対を押しきって
育てることを決意するし、赤ん坊だけでなく、父さえも養う経済力を持っ。さ
らに赤ん坊が階段から落ちた際に医者の手配や赤ん坊の死、リッツィーとの対
面（当時売春婦と一般の女性が関わりをもつことはありえないことだった）や、
赤ん坊の死後の処理などすべて一人の采配でこなす決断力や行動力を持ってい
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る。これらは従来の女性らしさには含まれない側面である。よって、スーザン，
もリー夫人と同様に独立した自我を持っ準、ヴィクトリア朝の規範を逸脱して
いる女性ととらえることができるだろう。スーザンは最終的にリー夫人が新し
く築いた家族の一員になっていることも興味深い。
　しかしながら、二人が属している階層に留意することも忘れてはならないと
思う。リー夫人は農場を営む家庭の主婦だったし、スーザンは赤ん坊の面倒を
見始めてからは自宅で学校を開き、切り盛りしているが、それ以前は働きに出
ていた。二人は生活のために自ら働かなくてはならない階層にある中産階級、
あるいは、下層階級に属している。生活のため、女性も働く必要があった下層・
中産階級では、女性は労働という男性の領域に踏み込まざるを得ず、そうした
中で女性には男性としての側面が求められ、あるいは認められていた。中産階
級の生活レベルの向上と共に、上層階級の規範が浸透していったけれども、ど
の程度までそれが浸透していたかは定かでない。こうしたことを考えてみると、
この二人の女性を『北と南』（North　and　South）のマーガレソト（Margaret　Hale）
のように、明らかにヴィクトリア朝の規範を逸脱した女性として結論づけるの
は少々早急であるように思われる。もっとも、こうした状況設定は、ギャスケ
ルが読者の批判をかわすためにつくった、意図的なものだという可能性がない
わけでもないが。
　また仮に二人の属している階層が考慮されず、規範から逸脱している女性と
とらえられたとしても、ギャスケルは他の作品と同様に、規範を逸脱するにあ
たっての正当な状況や理由を設定している。すなわち、リー夫人やスーザンが
自分で決定し、行動するのは、指針を仰ぐべき夫や父がその場に存在しないか
らである。リー夫人の場合、夫は作品の冒頭で死亡しているし、スーザンの父
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は赤ん坊が死ぬ騒ぎの中ぐっすりと眠り続ける。そのため二人は自分で考えて
決定し、行動しなくてはいけない状況にあり、このことによって二人の自立が
促され、正当化されているといえる。また、母親の子に対する愛情の強さもこ
の作品の鍵となっている。リー夫人をマンチェスターへと駆り立てたのは、娘
への愛情だった。また、引込み思案な面があったにもかかわらず、彼女は自分
が持っている中で最も上等な服を身につけ、ウィルの愛するスーザンのところ
へ行き、話をしようとした。これも子を思いやる気持ちから生まれた行動であ
る。一方、スーザンが父の意見にそむいてでも赤ん坊を育てようとしたのは子
を不欄に思う気持ちからで、実の母でないにもかかわらず、そこには母親的な
思い入れを見てとることができる。このような母としての子への愛情は、ヴィ
クトリア朝の女性が備えているべき側面であった。したがって二人の行動が規
範を逸脱したとしても、それが母としての思いから生まれた行動であるとした
ら、簡単に否定することはできない。このように、ギャスケルはヴィクトリア
朝の理想的な女性の規範から外れた、独立した自我を持つ女性を描いているが、
その際に二人の行動を正当化することのできる状況をうまく設定している。
3）社会規範に対するギャスケルの考え
　リッツィーは田舎育ちの娘だったが、マンチェスターに出て誘惑され、身ご
もってしまったために家族や社会という共同体から除外される。このような女
性はヴィクトリア朝にはたくさん存在したといわれるが、身を落とした女性を
描く作品が他にも多く存在することがそれを裏付けているといえる。ギャスケ
ルは誘惑され、身を落とす女性を3人描いている。『メアリー・バートン』の
エスター（Esther）、『ルース』のヒロインのルース（Ruth）、そしてこの作品の
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リッツィーだが、リッツィーは『メアリー・バートン』におけるエスターのサ
ブ・プロットとして、また『ルース』前身として位置づけられている。これら
の女性たちはギャスケルが実生活で一時期非常に気にかけていた、売春婦とな
ったお針子をモデルにしているといわれる。性的に無垢であることを求められ
ていたヴィクトリア朝において、身を落とした女性は当時のヴィクトリア朝の
規範から外れた存在であり、そのため彼女たちに対する世間の人々の反応は当
然冷たかった。しかしギャスケルはこのような女性に対して同情を示し、純粋
な心を持つ犠牲者としてとらえていたとGerinは述ぺている。
　　　．．．it　iS　certain　that　Mrs．　Gaskell　was　preoccupied　at　the　time　with　the　subject
　　。f　pr・8tit・tiOn，・b。　whi・h　her卿・ri・n。es　a…㏄i・1　w・rk・r　were　int・・du・ing・h・r・
　　Th。　P・th・，・f・Lizzie　Leigh’s　story，　i・whi・h・h・・iS・sh・wn　a・　an　inn・cent　Vi・t血・f
　　betrayal，　i8　balanced　by　Vthe　real：life　stOry　of　the　little　seamstress　with　whom
　　Mrs．　Gaskell　had　been　so　absorbed　at　the　time．（5）
　リッツィーは生活の糧を得るために売春婦となるが、そのようにして得たお
金は自分の生活の為だけではなく、預けた赤ん坊のために使ってもらうためス
ーザンの家にたびたび届けられる。身を落としてもリッツィーは懸命に生きて
いるが、このリッツィーのために実家のリー家には不和が生じる。父は身を落
した娘を死んだものとして扱うことを命じ、それに対して母は反発する。この
作品は家庭の不和から始まり、リー夫人の母としての強い愛情から家庭を再建
する奮闘が描かれている。最終的には、家庭は再建されるが、これは完全なも
のではないとPikeは指摘している。
　　　Of。。urse，・th。　fa皿ily・ircl・・cann・t　be　m・de・eaUy・・mpl・te　ag・in－S・th・
　　three　wo皿en　involved　in（沮srup樋㎎the飴m源…the　rebeUious　w麺b，　the　e面ng
　　d・ugh㎏・，　th・皿egitim・b・g・andd・ughter…are　sep・・at・d　f「・m　th・rest・f　th・
　　family，・uggesting　th・t，　while　re血b・9・ati・n　iS　neeessary　to　the　refo・m・f．tb・
　　sirmer，　that　integration　must　not　involve　the　r均k　of　contaminating　the　virtuous
　　members。f　the　family．⑥
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　たしかにリッツィーは家族の一員に戻っているものの、罪を犯していないウ
ィルやスーザンと同じ場所に住むことはできない。母と二人、人里離れた田舎
家でひっそりと暮らす。その場所は見つけるのが困難な人目に触れないところ
であり、これはリッツィーが家族の一具として復帰することが認められたとし
ても、社会的にはそれが認められないことを示している。
　また、リッツィーは最終的に家族のもとに帰るものの、その前に様々な自己
犠牲的な試練を乗り越え、罪の償いをすることを求められている。それは子供
と離れて暮らすことであり、一般の人々と関わりを持たず、社会から孤立して
生きることであり、罪を瞭うために善行を重ねることであり、子供を失うこと
であったりする。こうしたことを踏まえて考えてみると、ギャスケルは、根は
純粋で無垢でありながら、道徳的に罪を犯したリッツィーのような女性たちに
対して同情や憐れみの気持ちを持っていたが、社会の既成の道徳観念を犯すこ
とに対しては、決して肯定的ではなかったといえる。一つ注目しておきたいの
は、ギャスケルはもともとこの作品をリッツィーの死で終わらせる構想を立て
ていたということである。ところが、ディケンズ（Charles　Dickens）がこれに反
対し、母と共に暮らす結末にするよう提言したため、結末はもともとのギャス
ケルの思惑とは違ったものになっている。エスターにもルースにも、そして結
果的にそうならなかったにしろリッツィーにさえ、ギャスケルは死をもって、
既成の道徳観念を犯した罪を償わせようと考えていたのである。このことから、
ギャスケルにとって社会の伝統や既成の概念は、守るべき大切なものだったと
いえる。Pikeは次のように指摘している。
　　　The　argUment　that　Gaskell　endS　up　with　in　Ruth，‘fThe　Moorland　Cottage’i，
　　and“］［並zie　Leigh”iS　that　indiVidua】s　must　accept　the　restrictions　of　soeiety
　　and　adapt　themselves　to　the　traditional　fra皿eworks，　and　that　these　frame一
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work8　are　learned　and　reinforced　through　properly　ordered　family　life．　（7）
　リッツィーがたとえ完全な形でないにしろ、一般の社会に戻ることができた
のは家族の手助けによってであったことから、またギャスケルが実生活におい
て夫や娘たちを大切にした事実から、人間が存在する上でもっとも大切で基本
的なものととらえていたものは家族であったことがうかがえる。しかしそれと
同時に、社会の揖統や枠組みを受け入れ、その中に身を置いて生きるというこ
とも大切にとらえていたということができるだろう。Duthieの指摘を最後に
紹介しておく。
　　　She　coUld　never　have　been　happy　without　feeling　herself　tO　belong　both　tO　a
　　community，　and　tO　that　smallest　and　most　clogely　unit　of　all　communities，　the
　　飴mily⑧
　This　insistence　on　the　importance　of　the　family　is　in　tune　with
her　natural　liking　for　tradition　and　continuity，　and　with　her
acceptance　of　a　social　hierarchy．（9）
　ギャスケルはキリスト教思想に基づいて行動することを大切にとらえていて、
引いてはそれが社会改良にっながると考えていた。それと同時に、キリスト教
的思想を人々の心に訴えかけることが自分の使命だと考えていた。また、作品
にはフェミニスト的思想が見られることから、時代の大きな流れに乗っていた
ことがうかがえるが、それと同時に、社会の伝統や既成概念を守ろうとする意
識も見られる。このことから、ギャスケルには時代の流れを敏感に感じ、作品
に取り入れる進取精神と、規範を守ろうとする保守性の二面性があるといえる。
ギャスケルについての評価がいまだはっきりと定まらないのは、この二つのど
一99一
ちらを重視するかによってとらえ方が大きく変わってしまったためだと思われ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　〔註〕
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（3）Wi㎡red　Gerin，　Elizabeth　Gaskell．・ABiography（Oxf｛）rd：Clarendon，1976＞，41．
（4）　テキストはThe　vaorld’s　Classics．’6b凋力翫伽aηdF　O坊θ∫幽趣（Oxfor（l
　　University　Press，1981）による。以後引用はその版による。
（5）Gerin，　pp．106－7
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